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はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　

京都大学生態学研究センターが１９９１年４月に設立されて１年が経過しました．

この１年間，全国共同利用施設として，共同研究や公募研究会，国際シンポジウム

といった共同利用事業にくわえ，公開講演会などの社会的な活動もいくつかおこなっ

てまいりました．今回，ここにセンターとしてはじめての業績目録を出版いたしま

す．

当センタ－のような研究機関では，自前の紀要のような定期刊行物を出版して研究

活動を公表していき，その成果をアッピールすべきであるという考えかたもあるで

しょう．しかし，発表の場が機関の紀要に多かれ少なかれ限定されるようなことに

なっては，国際的な問題意識をもって生態科学の研究を推進する研究機関としては

問題です．私たちは，全国共同利用施設の構成員として，内外のさまざまな研究発

表の場に成果を発表し，またそうした場の活性化に貢献することが責務であると考

えています．そこで，あえて紀要の類は刊行せず，そのかわりとして発表した業績

を目録としてお目にかけることにいたしました．また，当センターからの印刷物は

すべて『生態学研究センタ－・ニュース』と一本化することになっています．これ

は整理の際の便利さと引用の容易さを考慮してのことです．
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“研究者のおこなう活動”の業績をどのように評価するかについては，現在，大学

や文部省内はいうにおよばず，社会的にもいろいろな議論がなされています．評価

以前に業績の範囲を定義するだけでも，立場や個人によって，また何のために評価

するのかによっても異なった見解がありえます．国際的に一流の学術誌が研究発表

の媒体としてもっとも重要であり，当然，そうした媒体での研究発表だけで評価す

ればいいという立場に立てば，すっきりした目録を作ることができます．しかし，

いっぽう，社会的影響という点では読者の多い新聞での発表のほうが有効な場合も

ありえますし，教育の重要性を強調する立場もあるでしょう．いずれにしても業績

評価の問題は今後大学という組織ではさけてとおれない重要な問題であることはま

ちがいありません．

そこで，この業績目録を出版するにあたっては，以下の２点を方針としました．第

１は業績の範囲は一切限定せず，また，評価にあたるようなことは一切しませんで

した．つまり，完全な自己申告制としました．したがって，ある人は狭い範囲の業

績に限定しているのに，別の人はたいへん広く網羅しています．このばらつき自体

が業績を各人がどのように考えているかについてのある種の情報を提供しています．

第２の方針は，発表年代をセンター設立以後に限定せず，平成３年１２月までに発

表された全業績を収録しました．これは現在センターを構成している研究者がどの

ような研究経歴をもっているのかを発足時点で整理しておくことに意義を見いだし

たからです．これまでセンター・ニュースにおいて教官の自己紹介のコラムを作っ

てきましたが，それとあわせて“読んで”いただければ幸いです．しかし，これは

これまでの研究業績の方向にセンターが進んでいくことをまったく意味しません．

逆に，５年後，１０年後にセンターがどのように変身していったかを測るためのベー

スラインであると考えています．なお，今後は１年ごとの業績を出版していく予定

です．

この目録をとおしてみなさんからのご批判をあおぎ，全国共同利用施設としての活

動をさらに深めてまいりたいと存じます．ご協力をお願いいたします．

生 態 学研 究セ ンタ ー長 　川 那部 浩 哉
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収録内容と凡例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　

１．本業績目録には生態学研究センタ－に所属する常勤スタッフ，大学院生および研修員が，

1991（平成4）年（「年度」ではない）までに発表した業績を収録する．印刷中のものも，

発表年が1992年以降になるものは収録していない．

２．配列は， (A) スタッフと (B) 大学院生および研修員のそれぞれについて，名前のアルファベッ

ト順とした．各人ごとに，発表年代順にナンバーをふった．業績の種別（原著論文，総説，

解説記事，報告書など）については区別しなかった．

３．印刷の形式は欧文・和文にかかわらず以下の３通りとした：

（a）定期刊行学術誌掲載の論文など

ﾅﾝﾊﾞｰ）著者名{; 著者名; ...}  (刊行年)  論文タイトル. 定期刊行物名 巻: 始ページ - 終ページ. 

[ｷｲﾜｰﾄﾞ]

例__________

   2) 安部琢哉  (1971)  草地に生息する４種アリ間の食物分配について 1.   日生態会誌  20: 

219-230.  

 18) Abe, T.  (1977)  Preliminary study on the ant fauna of the Tokara Island and Amami 

Oshima.   Ecol. Stud. Nat. Cons. Ryukyu Isls.  3: 93-102.  

 

（b）単行本（含翻訳）など

ﾅﾝﾊﾞｰ）著者名{; 著者名; ...}  (刊行年)  著書タイトル. 総ページ pp. 出版社, 所在地. [ｷｲﾜｰﾄﾞ]

例__________

  1) 川那部浩哉; 大沢秀行; 安部琢哉, 訳  (1971)  侵略の生態学. (チャールス，Ｓ．エルトン著）. 

223 pp.  思索社, 東京. 

 83) 安部琢哉  (1989)  シロアリの生態－熱帯の生態学入門. 156 pp. 東京大学出版会, 東京. 

（c）単行本のなかに掲載の論文など

ﾅﾝﾊﾞｰ）著者名{; 著者名; ...} (刊行年) 論文タイトル. In: 単行本名. (ed. by 編者名{; ...}) pp. 始ペー

ジ - 終ページ. 出版社, 所在地. [ｷｲﾜｰﾄﾞ]

例__________

 46) 安部琢哉  (1980)  熱帯ジャングルと生物群.   In:  琉球の自然史.  (ed. by 木崎甲子郎).   pp. 

167-181.  築地書館, 東京. 

 77) Abe, T.;  Kumagai, A.  (1987)  Trail polarity in the ant Monomorium destructor.   In:  

Chemistry and biology of social insects.  (ed. by Eder, J.;  Rembold, H.).   pp. 

533-534.  Verlag J. Peperny, München.  
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A. スタッフ

ABE, Takuya 安 部 琢 哉 __________________________________________

 1) 川那部浩哉;  大沢秀行;  安部琢哉, 訳  (1971). 侵略の生態学. (チャ－ルス, Ｓ．エルトン著）.  

223 pp.  思索社, 東京．

  2) 安部琢哉  (1971)  草地に生息する４種アリ間の食物分配について 1.   日生態会誌  20: 

219-230.  

  3) 安部琢哉  (1973)  結婚飛行時におけるクロオオアリの行動について.   昆虫  41: 333-341.  

  4) 安部琢哉  (1973)  草地に生息する４種アリ間の食物分配について 2.   琉大理工紀要  理学編  16: 

232-245.  

  5) 安部琢哉  (1973)  八重山とびあるき.   月刊むし  25: 40-44.  

  6) 安部琢哉  (1974)  西表島のアリ相について.   琉球列島の自然とその保護に関する基礎的研究  1: 

105-111.  

  7) 池原貞雄; 大嶺哲男; 下謝名松栄; 安部琢哉  (1974)  西表島と石垣島における森林陸上土壌動物群

集.   琉球列島の自然とその保護に関する基礎的研究  1: 51-62.  

  8) 池原貞雄; 大嶺哲男; 下謝名松栄; 安部琢哉  (1974)  西表島の土壌動物について.   琉球列島の自

然とその保護に関する基礎的研究  1: 63-69.  

  9) Chiba, S.; Abe, T.;  Aoki;  Imadate, G.;  Ishikawa, K.;  Kondoh, M.;  Watanabe, H.  (1975)  

Studies on the productivity of soil animals in Pasoh Forest Reserve, West Malaysia 

(1).Seasonal change in the density of soil mesofauna:Acari, Collembola and others.   Sci. 

Rep. Hirosaki Univ.  22(2): 82-124.  

 10) 池原貞雄; 高良鉄夫; 安部琢哉; 与那城義春; 下謝名松栄; 宮城進  (1975)  ノグチゲラSapheopipo 

noguchii  (Seebohm)の実態調査報告書（1）.   沖縄県天然記念物シリ－ズ  1: 1-44.  

 11) Chiba, S.; Abe, T.; Kondoh, M.; Shiba, M.; Watanabe, H.;  (1976)  Studies on the 

productivity of soil animals in Pasoh Forest Reserve, West Malaysia (2). Seasonal change 

in the density of Nematoda and Enchytreidae.   Sci. Rep. Hirosaki Univ.  23(2): 74-78.  

 12) Ikehara, S.; Abe, T.; Shimajana, M.; Yonashiro, Y.; Miyagi, S.  (1976)  Nest site of 

Noguchigera or Okinawa Woodpecker, Sapheopipo noguchii.   Biol. Mag. Okinawa  14: 

55-60.  

 13) Abe, T.; Nakamori, M.; Uesu, K.  (1976)  Fauna and density of ants of a coastal limestone 

area in Okinawa Island.   Ecol. Stud. Nat. Cons. Ryukyu Isls.  2: 113-120.  

 14) 安部琢哉  (1976)  草地に生息する４種アリ間の食物分配について 3.   生理生態  17: 91-100
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 15) 安部琢哉  (1976)  アリにとっての食料問題－種内, 種間の関係.   アニマ  36: 22-28.  

 16) 池原貞雄; 安部琢哉; 与那城義春; 下謝名松栄; 宮城進  (1976)  ノグチゲラSapheopipo noguchii 

 (Seebohm)の実態調査報告書(2).  沖縄県天然記念物シリ－ズ  5: 1-48.  

 17) 安部琢哉  (1976)  熱帯多雨林と動物たち．パソの森の働きもの  シロアリ.   朝日百科　世界の

植物  12: 2852-2853.  

 18) Abe, T.  (1977)  Preliminary study on the ant fauna of the Tokara Island and Amami 

Oshima.  Ecol. Stud. Nat. Cons. Ryukyu Isls.  3: 93-102.  

 19) Abe, T.; Maeda, A.  (1977)  Fauna and density of ants in sugarcane fields of the southern 

part of Okinawa Island.   Ecol. Stud. Nat. Cons. Ryukyu Isls.  3: 75-91.  

 20) Ikehara, S.; Abe, T.; Omine, T.; Chinen, M.;  Shimojana, M.  (1977)  Preliminary study on 

the forest floor macrofauna in the Ryukyu Islands.   Ecol. Stud. Nat. Cons. Ryukyu Isls.  

3: 55-73.  

 21) Abe, T.; Uezu, K.  (1977)  Biology of Diacamma rugosum (Le Guillou) in the Ryukyu 

Islands with special reference to foraging behaviour.   Proc. 8th Int. Congress, IUSSI: 

142-143.  

 22) 池原貞雄; 安部琢哉; 与那城義春; 下謝名松栄; 日越国昭; 宮城進  (1977)  ノグチゲラSapheopipo 

noguchii  (Seebohm)の実態調査報告書 (3).  沖縄県天然記念物シリ－ズ  8: 1-77

 23) 池原貞雄; 安部琢哉; 大嶺哲雄; 垣花義孝  (1977)  屋嘉比島に生息するケラマジカの現況－1976

年秋－　ケラマジカ実態調査報告 (2).   沖縄県天然記念物シリ－ズ  11: 33-55.  

 24) 池原貞雄; 新納義馬; 新城和治; 安部琢哉　他7名  (1978)  屋嘉比島におけるケラマジカの土地利

用　ケラマジカ実態調査報告 (3).  沖縄県天然記念物シリ－ズ  12: 93-134.  

 25) 池原貞雄; 安部琢哉; 又吉盛健; 久場政春　  (1978)  慶留間島におけるケラマジカ－1977年夏

－　ケラマジカ実態調査報告 (3).   沖縄県天然記念物シリ－ズ  12: 135-149.  

 26) 池原貞雄; 安部琢哉  (1978)  アサヒナキマダラセセリ生息地における葉上及び土壌動物につい

て　アサヒナキマダラセセリ 調査報告.   沖縄県天然記念物シリ－ズ  13: 11-18.  

 27) 池原貞雄; 安部琢哉; 宮城康一; 城間 牟  (1978)  ハブ生息地実態調査.   沖縄特殊有害動物駆除対

策基本調査報告書  1: 1-56.  

 28) Abe, T.  (1978)  Studies on the distribution and ecological role of termites in a lowland 

rain forest of West Malaysia (1) Faunal composition, size, colouration and nest of 

termites in Pasoh Forest Reserve.   Kontyu  46(2): 273-290.  

 29) Abe, T.;  Matsumoto, T.  (1978)  Distribution of termites in Pasoh Forest Reserve.   Malay. 

Nat. J.  30: 325-334.  

 30) 安部琢哉  (1978)  熱帯多雨林におけるシロアリの役割.   遺伝  32(6): 42-50.  

 31) 安部琢哉  (1978)  尖閣列島, 南小島を訪ねて.   沖生誌  16: 39-44.  
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 32) 池原貞雄; 安部琢哉; 宮城康一; 千木良芳範  (1979)  ハブ生息地実態調査.   沖縄特殊有害動物駆

除対策基本調査報告書  2: 1-80.  

 33) 池原貞雄; 安部琢哉  他5名  (1979)  屋嘉比島におけるケラマジカの目撃観察　－1978－　ケラ

マジカ実態調査報告 (4).   沖縄県天然記念物シリ－ズ  19: 25-55.  

 34) 安部琢哉  (1979)  屋嘉比島におけるケラマジカ個体数　ケラマジカ実態調査報告 (4).   沖縄県

天然記念物シリ－ズ  19: 143-145.  

 35) 松本忠夫; 安部琢哉  (1979)  西表島のイタジイ林における落葉・落枝及び動物の糞落下量.   各

種生態系における野生動物の現存量に関する研究報告書. pp.  59-64. 立教大学. 

 36) 安部琢哉; 松本忠夫; 草野保; 池原貞雄  (1979)  西表島のイタジイ林におけるシロアリの密度・

現存量について.   各種生態系における野生動物の現存量に関する研究報告書. pp. 65-84. 立教

大学.  

 37) 斉藤晋; 寺田美奈子; 藤田朋子; 安部琢哉  (1979)  西表島のシイ林における大型土壌動物の現存

量.   各種生態系における野生動物の現存量に関する研究報告書. pp.  85-122. 立教大

 38) Abe, T.  (1979)  Studies on the distribution and ecological role of termites in a lowland 

rain forest of West Malaysia (2) Food and feeding habits of termites in Pasoh Forest 

Reserve.   Jap. J. Ecol.  29: 121-135.  

 39) Abe, T.;   Matsumoto, T.  (1979)  Studies on the distribution and ecological role of 

termites in a lowland rain forest of West Malaysia(3) Distribution and abundance of 

termites in Pasoh Forest Reserve.   Jap. J. Ecol.  29: 337-351.  

 40) Matsumoto, T.;   Abe, T.  (1979)  The role of termites in an equatorial rain forest 

ecosystem. 2. The role of termites in the decomposition of leaf litter on the forest floor.  

 Oecologia  38: 261-274.  

 41) 安部琢哉;  前田敦  (1979)  琉球列島に分布するアリの属の検索.   沖生誌  17: 29-35.  

 42) 池原貞雄; 安部琢哉; 赤嶺博行  (1980)  ハブ生息地実態調査.   沖縄特殊有害動物駆除対策基本調

査報告書  3: 5-36.  

 43) Abe, T.  (1980)  Studies on the distribution and ecological role of termites in a lowland 

rain forest of West Malaysia(4). Role of termites in the process of wood decomposition 

in Pasoh Forest Reserve.   Rev. Ecol. Biol. Sol.  17: 23-40.  

 44) Kondoh, M.;   Watanabe, H.;   Chiba, S.;   Abe, T.  (1980)  Studies on the productivity of 

soil animals in Pasoh Forest Reserve, West Malaysia. 5. Seasonal change in the density 

and biomass of soil macroafuna: Oligochaeta, Hirudinea and Arthropoda.   Mem. 

Shiraume Gakuen College  16: 1-26.  

 45) 安部琢哉  (1980)  久米島における土地利用の違いと大型土壌動物.   琉球列島における島嶼生態

系とその人為的変革  1: 97-103.  
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 24) 甲山隆司  (1988)  ハンドヘルド・コンピュ－タ－を利用した野外調査デ－タの処理.   In:  パソ

コンネットワ－クを利用した教育方法開発.  (ed. by 木下紀正).   pp. 44-50.  鹿児島大学教育
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 25) Kohyama, T.  (1989)  Simulation of the structural development of warm-temperate rain 

forest stands.   Ann. Bot.  63: 625-634.    [competition, continuity equation, cumulative 
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研究会).   pp. 165-176.  講談社, 東京.    [魚類生産　摂取量　研究法　I B P]

 11) Miura, T.  (1969)  Predatory influence of hasu, Opsariichthys uncirostris, on ayu, 

Plecoglossus altivelis, in Lake Biwa.   Bull. Freshwater Fish. Res. Lab.  19: 143-153.    
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 12) 三浦泰蔵; 中賢治  (1970)  プランクトン個体数推定過程におけるいくつかの問題点.   陸水学雑

誌  31: 83-95.    [プランクトン   個体数推定  サブサンプリング]

 13) 三浦泰蔵  (1971)  琵琶湖の魚類.   琵琶湖国定公園学術調査報告書. pp. 313-330.    [琵琶湖　

魚類　固有種　生活様式　分布　食物連鎖]
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講談社サイエンティフィック.   [生物活動, 物質循環]

112) Takai, Y.;  Wada, E.  (1990)  Methane formation in waterlogged paddy soils and its 

controlling factors.   In:  Soils on a Warmer Earth.  (ed. by Scharpenseel, H.W.;  

Schomaker, M.;  Ayoub, A.).   pp. 101-107.  Elsevier, Amsterdam.    [CH4, paddy soil, 
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113) Wada, E.;  Kabaya, Y.;  Tsuru, K.;  Ishiwatari, R.  (1990)  13C and 15N abundance of 

sedimentary organics in estuarine and coastal areas of Tokyo Bay.   Mass Spectroscopy  

38: 307-318.    [δ15N, δ13C, organic matter, estuary, Tokyo Bay]

114) Toda, H.;  Wada, E.  (1990)  Use of 15N/14N ratios to evaluate the food source of the 

mysid, Neomysis intermedia Czerniawsky, in an eutrophic lake in Japan.   Hydrobiologia  

194: 85-90.    [mysid, δ15N, feeding process, seasonal variation]

115) Kimura, T.;  Ando, T.;  Wada, E.  (1990)  A novel method for determining carbon-13 

kinetic isotope effects from isotope ratio of whole molecules.   Bulletin of Shiga 

University of Medical Science  1: 12-16.    [isotope effect, organic reaction]

116) Takahashi, K.;  Yoshioka, T.;  Wada, E.;  Sakamoto, M.  (1990)  Temporal variations in 

carbon isotope ratio of phytoplankton in an eutrophic lake.   Journal of Plankton 

Research  12: 799-808.    [δ13C, bicarbonate, phytoplankton, lake]

117) Nakamura, K.;  Takai, Y.;  Wada, E.  (1990)  Carbon isotopes of soil gases and related 

organic matter in an agroecosystem with special reference to paddy field.   In:  

Geochemistry of Gaseous Elements and Compounds.  pp. 445-484.  Theophrastus 

Publications, S.A., Athen, Greece.    [δ13C, paddy field, CH4]

118) 片瀬隆雄; 和田英太郎  (1990)  炭素及び窒素安定同位体比測定のためのアオコ中クロロフィル

ａの単離と諏訪湖に置けるそれらの変動.   分析化学  39: 451-456.    [藻類, ｸﾛﾛﾌｨﾙ, 炭素, 窒

素同位体, 分析法]

119) 和田英太郎  (1990)  酸素のサイクル.   化学総説  7: 233-240.    [酸素, ｻｲｸﾙ, 進化]

120) 吉田尚弘; 和田英太郎  (1990)  大気主成分と物質循環.   化学総説  10: 46-61.    [大気, 主成分]

121) Wada, E.;  Mizutani, H.;  Minagawa, M.  (1991)  The use of stable isotopes for food web 

analysis.   Critical Review in Food Science and Nutrition  30: 361-371.    [δ15N, δ13C, 
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food web analysis]

122) Mizutani, H.;  Kabaya, Y.;  Wada, E.  (1991)  Nitrogen and carbon isotope compositions 

relate linearly in cormorant tissues and its diet.   Isotopenpraxis, Berlin  27: 166-168.    

[birds, δ15N, δ13C, organ]

123) Sugisaki, H.;  Terazaki, M.;  Wada, E.;  Nemoto, T.  (1991)  Food habits of a pelagic 

amphipod, Themisto japonica (Bovallius).   Mar. Biol.  101: 241-244.    [δ15N, δ13C, 
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124) Mizutani, H.;  Kabaya, Y.;  Wada, E.  (1991)  Linear Correlation between latitude and soil 
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126) Uzaki, M.;  Mizutani, H.;  Wada, E.  (1991)  The isotopic composition of methane in rice 
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128) Takahashi, K.;  Wada, E.;  Sakamoto, M.  (1991)  Carbon isotope ratios and uptake rates 

of carbon and nitrogen of size fractionated plankton assemblage in eutrophic Mikawa 

Bay, Japan.   Hydrobiologia  120: 197-210.    [14C, δ13C, phytoplankton]

129) Sugimoto, A.;  Xu Hong;  Wada, E.  (1991)  Rapid and simple measurement of carbon 

isotope ratio of bubble methane using GC/C/IRMS.   Mass Spectroscopy  39 (5): 

261-266.    [CH4, δ13C, rapid measurement]

130) Wada, E.;  Hattori, A.  (1991)  Nitrogen in the Sea:  Forms, Abundances & Rate Processes. 

  CRC Press, Florida, U.S.A.    [nitrogen, sea, distribution, δ15N]

131) Wada, E.;  Nakamura, K.  (1991)  Carbon isotopic studies on global methane production 

with emphasis on paddy field.   Proceeding of 5th Working Meeting on Isotopes in 

Nature.    [CH4, δ13C, isotope mass balance]

132) Ueda, S.;  Ogura, N.;  Wada, E.  (1991)  Nitrogen stable isotope ratio of groundwater 

N2O.   Geophysical Res. Letter  18: 1449-1453.    [N2O, δ15N]

133) 和田英太郎  (1991)  生物起源物質の窒素・炭素同位体組成について.   第20回日本アイソト

－プ・放射線総会会議報告集（印刷中）.    [生物, 同位体, メタン]

134) 和田英太郎  (1991)  環境科学におけるSIの利用.   Radioisotopes  40: 82A.    [メタン, 亜酸化
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窒素]

135) 和田英太郎  (1991)  外洋域における物質循環.   月刊海洋  23 (12): 808-814.    [深層水, 太平

洋, 窒素, サンゴ礁]

136) 上田真吾;  Yoshinari, T.;  和田英太郎;  小倉紀雄  (1991)  窒素安定同位体から見た地下水中の

N2Oの起源.   日化誌  5: 448-453.    [N2O, 窒素同位体, 地下水]
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seasonal changes]
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survey on cichlid fishes in Lake Kivu.   In:  Ecological and Limnological Study on Lake 
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 27) Yuma, M.;  Abe, N.;  Mambona, B.;  Mulimbwa, N.;  Mukirania, M.-s.  (1988)  
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 13) 藤田昇; 片山雅男; 原口昭; 田中歩; 柴坂三根夫; 辻英夫  (1989)  京都市深泥池浮島高層湿原の植

物生理・生態学的研究.   In:  日本生命財団研究助成金（自然保護）研究報告書.  pp. 1-31. 

 14) 片山雅男  (1989)  暖温帯二次林構成樹種の葉の生存様式について.   In:  第36回　日本生態学会

大会講演要旨集　シンポジウム『葉の生存期間』.  p. 87. 

 15) 藤田昇; 片山雅男; 原口　昭  (1989)  京都市深泥池浮島湿原の環境とその再生・遷移.   In:  第36

回　日本生態学会大会講演要旨集　シンポジウム『日本の湿原の遷移』.  p. 136. 

 16) 藤田昇; 片山雅男; 八田修三  (1991)  京都市深泥池浮島高層湿原の再生と遷移.   In:  第38回　日

本生態学会大会講演要旨集.  p. 178. 

MAKITA, Akifumi　蒔田明史    _________________________________________

  1) 蒔田明史  (1981)  ネザサ実生個体群の動態.   京都大学大学院理学研究科修士論文. 87 pp.    [ネ
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ザサ, 一斉開花, 成長, 地下茎, 有効節率 ]

  2) 持田幸良; 牧田肇; 蒔田明史  (1981)  八甲田山北部のチシマザサ集団枯死.   日本生態学会東北地

区会会報  41: 18-19.    [チシマザサ, 一斉開花, 開花地域, 発生実生密度]

  3) 蒔田明史  (1981)  一斉開花枯死後のネザサ群落の回復過程 I．稈集団の構造.   第２８回　日本生

態学会大会講演要旨集. p. 33.    [ネザサ, 一斉開花, 実生, 出稈様式]

  4) 蒔田明史  (1982)  一斉開花枯死後のネザサ群落の回復過程　II. 地下部の構造.   第２９回　日本

生態学会大会講演要旨集. p. 102.    [ネザサ, 地下茎, 有効節率]

  5) 蒔田明史  (1983)  ヨシがあっての琵琶湖のはずだが・・・.   環境破壊  4: 24-28.    [ヨシ, 分布, 

埋立面積]

  6) 藤田昇; 紺野康夫; 高田研一; 蒔田明史; 鈴木英治; 浜端悦治; 三原貴子; 仲和夫; 中静透  (1983)  比

良山系のイブキザサの開花枯死と植生変化　II．植生変化.   第３０回　日本生態学会大会講演

要旨集. p. 86.    [一斉開花, ササ原, 種数, 被度]

  7) 藤田昇; 紺野康夫; 高田研一; 蒔田明史; 鈴木英治; 浜端悦治; 三原貴子; 仲和夫; 中静透 (1983)  比

良山系のイブキザサの開花枯死と植生変化　III．イブキザサ実生の定着と生長.   第３０回　日

本生態学会大会講演要旨集. p. 87.    [種子の被食, 稈密度, 初期成長]

  8) 蒔田明史; 牧田肇; 持田幸良  (1983)  八甲田山北部における一斉枯死後のチシマザサ群落の回復

過程　I．枯死状況.   第３０回　日本生態学会大会講演要旨集. p. 88.    [一斉開花, 枯死域, 枯

死稈の残存状況]

  9) 蒔田明史; 牧田肇; 持田幸良  (1983)  八甲田山北部における一斉枯死後のチシマザサ群落の回復

過程　II．チシマザサの発芽と定着.   第３０回　日本生態学会大会講演要旨集. p. 89.    [チシ

マザサ, 実生, 初期密度]

 10) 蒔田明史; 牧田肇  (1985)  八甲田山北部における一斉枯死後のチシマザサ群落の回復過程　III．

光環境の変化.   第３２回　日本生態学会大会講演要旨集 p. 190.    [相対照度, 一斉枯死, 成長]

11) 蒔田明史; 牧田肇 (1986) 八甲田山北部における一斉枯死後のチシマザサ群落の回復過程　IV．

チシマザサ実生の生長様式.   第３3回　日本生態学会大会講演要旨集. p. 123.    [チシマザサ, 

分枝様式]

 12) 蒔田明史; 牧田肇  (1986)  八甲田山北部における一斉枯死後のチシマザサ群落の回復過程　V．

オオシラビソ実生・稚樹の動態.   第３3回　日本生態学会大会講演要旨集. p. 124.    [ササ枯

死地, オオシラビソ, 伸長量]

13) 蒔田明史; 牧田肇 (1987) 八甲田山北部における一斉枯死後のチシマザサ群落の回復過程　VI．

チシマザサの発育過程.   第３４回　日本生態学会大会講演要旨集. p. 105.    [チシマザサ, 実

生, 分枝様式, 発育段階]

14) 蒔田明史; 牧田肇 (1987) 八甲田山北部における一斉枯死後のチシマザサ群落の回復過程　VII．

オオシラビソ稚樹の伸長に対するチシマザサ枯死の影響.   第３４回　日本生態学会大会講演
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要旨集. p. 106.    [オオシラビソ, ササの枯死, 伸長生長, 光条件]

 15) 蒔田明史; 紺野康夫; 藤田昇; 高田研一; 浜端悦治; 三原貴子  (1988)  比良山系におけるイブキザ

サの一斉開花.   Bamboo Journal  6: 14-21.    [イブキザサ, 一斉開花, 開花地図, 開花時期]

16) 蒔田明史; 牧田肇 (1988) 八甲田山北部における一斉枯死後のチシマザサ群落の回復過程　VIII．

チシマザサの成長と個体密度の経年変化.   第３５回　日本生態学会大会講演要旨集. p. 129.    

[チシマザサ, 個体密度, ３／２剰則]

17) 蒔田明史; 牧田肇 (1988) 八甲田山北部における一斉枯死後のチシマザサ群落の回復過程　IX．

地表付近の植生の変化.   第３５回　日本生態学会大会講演要旨集. p. 130.    [ササ枯死地, 種

数, 被度]

 18) 藤田昇; 紺野康夫; 高田研一; 蒔田明史; 浜端悦治; 三原貴子; 仲和夫; 中静透  (1988)  比良山系の

イブキザサの開花枯死と植生変化　IV．１０年間の植生変化.   第３５回　日本生態学会大会

講演要旨集. p. 131.    [ササ枯死地, 植生変化, 被度]

 19) 蒔田明史; 紺野康夫  (1989)  北海道野幌におけるクマイザサの部分開花について.   富士竹類植

物園報告  33: 50-60.    [クマイザサ, 部分開花, 結実率]

 20) Makita, A  (1990)  Regeneration process after mass-flowering of   monocarpic dwarf 

bamboos, Sasa tsuboiana  and S.kurilensis.   Bamboo Journal  8: 31-37.    [S. tsuboiana, 

S. kurilensis, seedling, growth form]

 21) Makita, A.  (1990)  Regeneration process after mass-flowering of monocarpic dwarf 

bamboos, Sasa tsuboiana  and S.kurilensis.   Abstracts of Vth INTECOL. p. 250.    [S. 

tsuboiana, S. kurilensis, seedling, growth form]

 22) 蒔田明史  (1991)  チシマザサとイブキザサの生残過程の比較.   第３８回　日本生態学会大会講

演要旨集. p. 112.    [チシマザサ, イブキザサ, 稈密度の調節機構, 生残過程]

MATSUBARA, Kenji　松原健司       _____________________________________

  1) 松原健司; 青山莞爾; 岩熊敏夫  (1986)  実験池における捕食者フサカと動物プランクトン群集の

関係について.   In:  第51会日本陸水学会講演要旨集.  p. 64. 

  2) 松原健司; 岩渕聖; 青山莞爾; 杉森文夫; 黒田長久  (1987)  手賀沼の陸水学的特性とハシビロガモ

の採餌行動 I.   In:  第52会日本陸水学会講演要旨集.  p. 131.

  3) 松原健司; 岩渕聖; 青山莞爾; 杉森文夫; 黒田長久  (1987)  手賀沼の陸水学的特性とハシビロガモ

の採餌行動 II.   In:  第52会日本陸水学会講演要旨集.  p. 132.

  4) 杉森文夫; 松原健司; 岩渕聖  (1988)  手賀沼におけるハシビロガモ Anas clypeata の採餌行動と

陸水学的環境との関係.   In:  手賀沼1990年代の課題 - 鳥と人との共存 -.  (ed. by 財団法人山
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階鳥類研究所).   pp. 49-68.  財団法人山階鳥類研究所.   [手賀沼, ハシビロガモ, Anas 

clypeata, 富栄養化, 動物プランクトン, 採餌行動]

  5) 松原健司; 中西正己  (1988)  琵琶湖南湖の動物プランクトンの水平分布と季節的消長.   In:  第53

会日本陸水学会講演要旨集.  p. 57.

  6) 杉森文夫; 松原健司; 岩渕聖  (1989)  手賀沼に飛来するカモ類の環境利用と水質汚濁の関係.     

山階鳥類研究所研究報告  21: 234-244.     [手賀沼; 過栄養湖; カモ類; 環境利用]

  7) Nakanishi, M.; Mitamura, O.; Matsubara, T.  (1990)  Sestonic C : N : P ratios in the south 

basin of Lake Biwa with Special attention to nutritional state of phytoplankton.   The 

Japanese Journal of Limnology  51: 185-189.    [seasonal change, relative growth rate, 

phytoplankton, nutrient deficiency ] 

  8) Nakanishi, M.; Matsubara, T.; Mitamura, O.; Xavier, M. B.  (1990)  A comparison of 

phytoplankton community structure between different locations in the south basin of 

Lake Biwa.     Memories of the Faculty of Science, Kyoto University (Series of Biology).  

pp. 1-11.     [local difference, phytoplankton composition, species diversity, community 

similarity]

  9) Matsubara, T.  (1990)  Feeding ecology of shoveler (Anas clypeata) in the hypertrophic 

lake Teganuma.   In:  Abstracts of V International Congress of Ecology.  p. 361.

 10) Matsubara, T.  (1991)  Habitat use pattern of ducks in the hypertrophic swamp Teganuma 

.   In:  Abstracts of  Aquatic Birds '91; an International Symposium on Aquatic Birds in 

the Trophic Web of Lakes.  p. 20. 

 11) 松原健司  (1991)  プランクトン食のカモ（ハシビロガモ）の胃内容物.   In:  第56回日本陸水学

会講演要旨集.  p. 65.

MATSUI, Kiyoshi　松井　淳    _________________________________________

  1) 土屋和三; 藤田昇; 田端英雄; 松井淳  (1981)  深泥池浮島の植生.   In:  深泥池の自然と人（深泥池

学術調査報告書）.  pp. 92-94.  京都市文化観光局, 京都.  

  2) 土屋和三; 藤田昇; 田端英雄; 松井淳  (1981)  深泥池浮島の生態学的研究.   In:  深泥池の自然と人

（深泥池学術調査報告書）.  pp. 95-133.  京都市文化観光局, 京都.  

  3) 原口昭; 松井淳; 藤田昇  (1985)  深泥池の浮島・開水域・流入水の水質.   In:  深泥池浮島高層湿

原の再生と遷移機構の生態学的解析（文部省科研費報告書）.  pp. 1-11. 

  4) 佐藤謙; 西川恒彦; 酒井聡樹; 松井淳; 甲山隆司; 小池文人; 小林正寛; 伊藤浩司  (1985)  遠音別岳

原生自然環境保全地域と知床半島全域の維管束植物相.   In:  遠音別岳原生自然環境保全地域調
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査報告書.  pp. 115-172.  環境庁自然保護局, 東京.  

  5) 松井淳; 甲山隆司; 小池文人; 酒井聡樹  (1985)  知床半島遠音別岳周辺における森林植生の垂直分

布と林木群集の構造.   In:  遠音別岳原生自然環境保全地域調査報告書.  pp. 173-200.  環境庁

自然保護局, 東京.  

  6) 佐藤謙; 松井淳  (1985)  遠音別岳原生自然環境保全地域【植物】.   In:  日本の自然公園.  (ed. by 

国立公園協会・日本自然保護協会).   pp. 272-273.  講談社, 東京.  

  7) Kunii, H.;  Tsuchiya, T.;  Matsui, K.;  Ikusima, I.  (1985)  Present state of aquatic plants in 

Lake Biwa and its surrounding water bodies.   Jpn. J. Limnol.  46: 215-218.  

  8) Hara, T.;  Koike, F.;  Matsui, K.  (1986)  Crowding effect in marine macrophytic algae 

populations.   Bot. Mag. Tokyo  99: 319-321.  

  9) Tabata, H.;  Tsuchiya, K.;  Shimizu, Y.;  Fujita, N.;  Matsui, K.;  Koike, F.;  Yumoto, T.  

(1988)  Vegetation and climatic changes in Nepal Himalayas. I. Vegetation and climate in 

Nepal Hymalayas as the basis of palaeoecological studies.   Proc. Indian natn. Sci. Acad.  

54: 530-537. 

 10) Haraguchi, A;  Matsui, K.  (1990)  Nutrient dynamics in a floating mat and pond system 

with special reference to its vegetation.   Ecol. Res.  5: 63-79.  

 11) Matsui, K.  (1990)  Sex expression, sex change and fruiting habit in Acer rufinerve.   

Abstracts, V International Congress of Ecology. p. 291.  

 12) Matsui, K.  (1991)  Pollination ecology of four Acer  species in Japan with special 

reference to bee pollinators.   Pl. Sp. Biol.  6: 117-120. 

 

NAKANO, Shin-ichi　中野伸一    _______________________________________

  1) 瀬戸昌之; 池島耕; 中野伸一     (1989)  多摩川の試水における塩素化フェノ－ルの分解菌密度と

塩素化フェノ－ルの分解に関する二, 三の考察.   人間と環境  14: 12-19.  

  2) 瀬戸昌之; 中野伸一; エルニ　マルタニ; 牧野純一  (1989)  いくつかの環境試水における低濃度の

2,4-dichlorophenol　の分解菌密度とその分解の微生物学的考察.   生態化学  9: 8-15.  

  3) Nakano, S.; Seto, M.  (1990)  Some ecological factors in the degradation of 2, 

4-dichlorophenol in waters from aquatic environments.   Jpn. J. Limnol.  51: 155-161.    

[degradation  of  DCP,  DCP-degraders,  MPN-method,  nutrient  limitation]

  4) 瀬戸昌之; 中野伸一; 牧野純一　  (1990)  多摩川における塩素化フェノ－ルの分解菌密度の分布

と季節変化, および, 添加した塩素化フェノ－ルの分解様式の考察.   人間と環境  15: 16-22.  

  5) 中野伸一  (1991)  琵琶湖のほとりから地球を考える－（書評）.  人間と環境  17: 110. 

-97-



NOMA, Naohiko　野間直彦    _________________________________________

  1) 深井宣男; 野間直彦; 原正利  (1986)  成毛稲荷神社の鳥類相.   In:  千葉県自然環境保全地域等適

地調査.  pp. 281-284.  千葉県環境部自然保護課 .   [里山, 社寺林, スダジイ, ラインセンサス

法, 鳥類群集]

  2) 野間直彦; 大沢雅彦  (1988)  都市域の二次林における低木性樹種の開花・結実・散布について.   

In: 日本生態学会関東地区大会講演要旨集. p. 8.    [二次林, 液果, 果実数, 鳥散布, 群集生態学]

  3) Noma, N.  (1990)  Seed dispersal by animals in the broad-leaved evergreen forest on 

Yakushima island, Japan.   In: Abstracts V International  congress of Ecology. p. 301-    

[Yakushima island, broad-leaved evergreen forest, fruiting phenology, seed dispersal, 

plant-animal interrelationship,　community ecology]

  4) 野間直彦  (1989)  西部林道雑感.  生命の島 14: 79-81.   [屋久島, 照葉樹林, 開発, 自然保護, 共

生]

  5) 野間直彦  (1991)  屋久島の照葉樹林における種子散布.   In: 第38回日本生態学会大会講演要旨

集: 73.    [液果, 動物散布, 熟期, 種子トラップ, 照葉樹林, 群集生態学]

  6) 野間直彦  (1991)  屋久島の照葉樹林における果実とニホンザルとの関係.   霊長類研究所年報  

21: 87.    [タブノキ, ヤマモモ, 摂食, 破壊率, 発芽抑制, 種子散布者, 群集生態学]

  7) 野間直彦  (1991)  屋久島の照葉樹林における種子散布　-液果に着目して群集のレベルでとらえ

る-.   フェノロジ－研究  17: 3-4.    [液果, 動物被食型散布, 果実のフェノロジ－, 鳥の渡り, 種

子トラップ, 群集生態学]

  8) Suzuki, E.;  Hotta, M.; Partomihardjo, T.; Koike, F.; Noma, N.  (1991)  Vegetation of 

tengkawang forests.   In:  Structure and regeneration dynamics of tropical dipterocarp 

rain forests in varying degrees of management: Tentative final report to LIPI.  pp. 15-56. 

  [Borneo, West Kalimantan,  Community ecology,  Tengkawang,  Dipterocarp forest, 

Plantation]

  9) Noma, N.; Hotta, M.; Suzuki, E.   (1991)  Distribution and community structure of 

Macaranga (Euphorbiaceae).   In:  Structure and regeneration dynamics of tropical 

dipterocarp rain forests in varying degrees of management : Tentative final report to 

LIPI.  pp. 73-87.  [Borneo, West Kalimantan, Macaranga, community ecology, species 

diversity, forest recovary, pioneer tree ]

 10) 野間直彦  (1991)  -屋久島の生き物たち-　初夏の果実とサル・鳥.   そんぐぽすと 50: 12.   [屋

久島, 照葉樹林, ヤマモモ, ハト類, サル, 種子散布 ]

 11) 野間直彦  (1991)  -屋久島の生き物たち-　照葉樹林の夏鳥.   そんぐぽすと 51: 12.   [屋久島, 

照葉樹林, アカショウビン, キビタキ, 島の生態学 ]
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 12) 野間直彦  (1991)  -屋久島の生き物たち-　サシバの渡り.   そんぐぽすと 52: 11.   [屋久島, 渡

りコ－ス, サシバ]

 13) 野間直彦  (1991)  -屋久島の生き物たち-　とりつくものたち.   そんぐぽすと 53: 12.   [屋久島, 
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あとがき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　

□　懸案の業績目録が，なんとかできあがりました．ご覧のように，完成版というにははばかる状

態での見切り印刷になってしまいましたが，ここまで整理するだけでも，はじめに考えたより

はるかにたいへんな作業でした．じつに辛気くさい入力・編集作業をてつだっていただいた松

原幸子さんと馬野恒世さんに，この場を借りてあつくお礼もうしあげます．

□　作業はすべて生態学研究センターのパソコン・システムでおこないました．各構成員の業績は

カード・イメージのデータベースソフトをもちいて整理しました．ひとつの業績は，[個人番号]

，[出力タイプ]，[著者]，[発表年]，[論文タイトル]，[所載雑誌名または単行本名]，[巻]，[は

じめのページ]，[おわりのページ]，[編集者]，[出版社]，[出版社の所在地]，[キーワード]の１

３項目からなります．最終的な目録作成にあたっては，「収録内容と凡例」の項で述べた３通

りの出力タイプごとに書きだすBASICのプログラムをつくりました．どうしてもデータの欠落

や入力の個人差があり，目録の書式は不ぞろいになってしまいました．計二回，各人にチェッ

クをしてもらいましたが，まだ誤りもおおくふくまれているようです．おって修正していきた

いとおもいますのでご容赦ください．

□　もちろん題目やその所載を列記しただけの業績目録では，ひとつひとつの発表の内容に踏みこ

むことはできません．今回のリスト作成と同時に，この目録にのせた論文などのすべてを，生

態学研究センターの図書室に個人別のファイルボックスを作って保管するという作業もすすめ

ています．さらに１９９１年の生態学研究センター発足以降の業績については年ごとに製本し

ていく予定です．内外の別刷り請求にも，機関として対応できる体制にもっていきたいという

のがわたしたちの希望です．

□　研究業績になんらの定義も区分も評価もくわえず，こうした発表物のリストを刊行するという

のは異例な，研究機関としては不見識な試みかもしれません．しかし，わたしたちが知るかぎ

りでははじめての，所属する構成員の過去にさかのぼって（潜在的に）すべての発表物のリス

トを機関として公開するという試みは，開かれた共同利用体制を保持していこうとする生態学

研究センターの姿勢のひとつの表明であるとかんがえています．

□　めくっていただけば，いろいろな読みかたが可能な資料であることがおわかりいただけること

とおもいます．研究内容だけでなく，掲載基準も各自まちまちで，これがよく整理された目録

に統一できなかった一因です．「パチンコの推計学」にはじまるセンター長の目録に象徴され

るように，統一しようもない多様な研究活動が多様な生態現象を研究するこのセンターの特徴

であるともいえそうです．いっぽう，口頭発表のわりに印刷論文の生産性がひくいという日本

の生態学研究者の活動習性は，しっかり当センターの認識すべき特徴であることも，学会講演

要旨をふくんだ目録からうががえます．（この傾向は講演要旨をふくまない目録では隠されて

いますが）．こう申す井上と甲山（それぞれ新米の日本生態学会の全国委員と編集委員）に日

本生態学会の会誌所載の論文がひとつもないのも，こうなっては白状せざるをえません．これ

から毎年刊行予定の業績目録でセンターの研究活動にきびしい評価をあたえてください．

編集担当: 井上民二・甲山隆司 

-100-


